
プログラム（予定）
■ 13 :30-13 :40　　開会挨拶
■ 13 :40-14 :10　　宇宙から温室効果ガスを測る－GOSAT－
　　　　　　　　　　　　浜崎　敬　（JAXA GOSATプロジェクトマネージャ）
■ 14 :10-14 :40　　地球環境を知る宇宙力
　　　　　　　　　　　　山根　一眞（ノンフィクション作家）
■ 14 :40-15 :10　　地球温暖化の　これまで・いま・これから
　　　　　　　　　　　　桃井　貴子（全国地球温暖化防止活動推進センター）
■ 15 :10-15 :30　　休　　憩
■ 15 :30-16 :20　　クイズ＆トークショー「宇宙開発と地球温暖化と私たちのくらし」
　　　　　　　　　　　　【コメンテーター】
　　　　　　　　　　　　　山根　一眞（ノンフィクション作家）
　　　　　　　　　　　　　浜崎　敬　（JAXA GOSATプロジェクトマネージャ）
　　　　　　　　　　　　　桃井　貴子（全国地球温暖化防止活動推進センター）
　　　　　　　　　　　　【司　　会】
　　　　　　　　　　　　　葛城　奈海（女優）
■ 16 :20-16 :30　　閉会挨拶

お客様の個人情報はGOSATシンポジウムの運営のみに利用いたします。
詳しくは JAXAの個人情報保護ホームページをご覧下さい。
http://stage.tksc.jaxa.jp/johokoka/kojin/

参加費無料　　事前申し込みは以下のウェブサイトにて受け付けます。（募集人数500名）

　http://www.jsfws.info/gosat2007/
お問合せ先　財団法人日本宇宙フォーラム
〒100-0004　東京都千代田区大手町2-2-1 新大手町ビル7階
Tel：03-5200-1302　Fax：03-5200-1420
E-mail：gosat@jsforum.or.jp

ゴ ー サ ット

エコプロダクツ2007 同時開催シンポジウム

宇宙から
温室効果ガスを測る
─温室効果ガス観測技術衛星（GOSAT）シンポジウム─
～ 宇 宙 か ら 地 球 の 息 づ か い を 見 て み た い ～

●りんかい線　国際展示場駅下車徒歩約7分　　　　　　●ゆりかもめ（新交通）　国際展示場正門駅下車徒歩約3分
●水 上バス　有明客船ターミナル（下船徒歩約2分）

2007年12月15日（土）13:30 -16:30
東京ビッグサイト　会議棟　レセプションホールA
主　催：（独）宇宙航空研究開発機構／日本経済新聞社

後　援：文部科学省（予定）／環境省（予定）／（独）国立環境研究所（予定）



1954年生まれ。1979年東京大学大学院修士課程修了（航空学専門課程）。
同年宇宙開発事業団（当時）入社。
システム計画部、衛星技術開発室、宇宙ステーション計画米国駐在員、陸域観測技術衛星
（ALOS）サブマネージャなどを経て、2003年より現職。

浜 崎 　 敬 （ は ま ざ き た か し ）

（独）宇宙航空研究開発機構／GO S A Tプロジェクトマネージャ

山 根 一 眞 （ や ま ね か ず ま ）

ノンフィクション作家

1994年　環境NGO「ストップフロン全国連絡会」の発足に携わる
1999年　同会事務局長（～2000年 10月）
　＊NGOの立場から「フロン回収破壊法」の法制化に向けた政策提言を行うと同時に、
　　普及啓発のイベントや広報全般を行う。
2000年　衆議院議員秘書（～2004年 2月）
2004年　全国地球温暖化防止活動推進センター職員（～現在）
　＊全国地球温暖化防止活動推進センター業務
　　主担当：都道府県センター職員研修
　　　「ストップ温暖化大作戦　CO2 削減「一村一品」プロジェクト」
　　　ほか、温暖化関連情報収集や普及啓発のための講演を各地で行う。

桃 井 貴 子 （ も も い た か こ ）

全国地球温暖化防止活動推進センター

東京大学農学部卒業後、女優としてテレビドラマ、CF 等に出演。自然環境問題への取り
組みをライフワークに、自身も森づくり、米づくりの活動に参加。現場体験をもとに、執筆、
講演も行っている。月刊『山と渓谷』年間表紙（2005 年）。現在、TBS ラジオ『ちょっ
と森林のはなし』にレギュラー出演中。

葛 城 奈 海 （ か つ ら ぎ な み ）

女　優

G O S A T シ ン ポ ジ ウ ム

講 演 者 略 歴

1947年東京都生まれ。1991年から17年間にわたって週刊誌連載「メタルカラーの時代」
では、日本の「モノづくり」に携わる人々の仕事と人生を描き続け「モノづくり」への関
心を広く高めた。1997年、地球温暖化克服を目指す新産業の創造を「環業革命」と命名、
その進展を訴える講演活動は500回を超える。1990年代から取り組んでいるニホンオオ
カミやイリオモテヤマネコなど野生動物から文明を見直す取材活動では、その新しい視点
が注目されている。全国を世界各国を飛び歩きながらノートPCで原稿を執筆。そのノウ
ハウを披露する「デジタルスパイス」（日本経済新聞社）や「DIME」（小学館）などの連
載記事の人気も高くモバイルの開祖と称される。（独）宇宙航空研究開発機構（JAXA）嘱託、
中央教育審議会専門委員（文部科学省）、生物多様性戦略検討委員会（農林水産省）、日本
生態系協会理事、北九州マイスター選考委員、NTTアドバイザリーボード（社外取締役）
大宅壮一文庫評議委員。2005年日本国際博覧会「愛知県パビリオン」総合プロデューサー。
日本文藝家協会会員。

お問合せ先　財団法人日本宇宙フォーラム
〒100-0004　東京都千代田区大手町2-2-1 新大手町ビル7階

Tel：03-5200-1302　Fax：03-5200-1420　E-mail：gosat@jsforum.or. jp

講 演 者

司 会 者


